
 

 

 

 

 

 

■実施教科・時間数について教えてください。 

実施教科・時間数 

アートマイに関連した時間 

（総合は外国語活動、環境 

など内容が分かるように 

必要に応じて行を追加して 

ください） 

教  科 単  元  名 時間数 

道徳 障がいを持った人たちとの共生 ８ 

総合 国際理解、福祉 １３ 

学活 
 

５ 

 

■作品について教えてください。 

題 （テーマ） 共生 

絵に込めたメッセージ 

 

自然・環境と共生（インドネシア側）しながら、障がいを持った人たちとも共生（日本側）を

図って生きていこうと願いを込めて描きました。 

 

【A 組】 

    

 

【B 組】 
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■今回の取り組みの成果と課題はどういった点でしょうか？ 

成        果 課        題 

・３学年にはインドネシアからきた生徒がいたので、インド

ネシアに非常に親近感を持っていて、向こうの生徒のこ

とを知りたいという気持ちが高まった。 

・４０人で１つのことをする（色を塗る）ことの難しさを実感

したが、その中でどのようにすれば皆と協力できるか、協

働できるかを考え、まとまっていくことができた。 

・今やメール等で海外の人と交流できる時代だが、絵を

協働制作することで、それ以上のつながりを感じることが

できた。 

・相手校とのメールのやり取りが少なかった。相手校の先

生が英語でなかなかメッセージを書けなかったことと、こ

ちらも様々なことに追われ余裕が持てなかった。 

・テレビ会議をしたかったが、できなかった。両校がした

いと思っていたが、スケジュールが合わなかったり、その

為の準備が追いつかなかった。 

・私達のアイディアに、更なるアイディアを加えて絵を描

いてくれたのだが、下絵のアイディアを提案する段階で

もっとメールのやり取りができれば良かったと思う。 

 

■アートマイルの活動を周りにお知らせしましたか? 周りの反響はどうでしたか？ 

担当教諭や子どもたちによる広報 校内・保護者や地域の方からの反響 

・年度の初めに、校内の教諭をはじめ、３学年の保護者

にもお手紙で、この１年間アートマイルプロジェクトに参

加することを伝えた。 

・日本側が完成した時とすべて完成した時に校内に展

示をし、たくさんの教諭から「素晴らしい絵が完成した

ね」と言っていただいた。 

・お披露目会を見に来ていただいた保護者や年度末の

保護者用のアンケートの中でも、「中高一貫校で受験が

ない３年生の１年間でこのようなプロジェクトに参加でき

て良かった」・「素晴らしい取り組みです」などと書いてい

ただいた。 

 

■主な活動の流れを教えてください。 

場面 時期 活 動 内 容 児童生徒の反応 実施教科 

導入 

５月 

６月 

７月 

・英語で自己紹介カードを書く。 

・自分達の学校や日本文化の紹介を

考える。 

・乙武洋匡さんの人生から学ぶ。 

・障がいのある人の活躍・願い（DVD）

から学ぶ。 

・自己紹介カードを英語で書き飾り付けを

することは非常に楽しんでいた。 

・自分達の学校や日本文化紹介もたくさ

んの案がでて班ごとに協力できた。 

・乙武洋匡さんの幼少時代から学んだの

で、自分と比較しながら真剣に学べた。 

道徳 ４ 

探究 ４ 

情報 

収集 

７月 

８月 

９月 

１０月 

・自分達の学校や日本文化紹介をフ

ォーラムに載せる。 

・乙武洋匡さんの人生から学ぶ。 

・自分の住んいる市の障がいを持った

人に対する取り組みについて調べ、ま

とめて発表する。 

・自分達がフォーラムに載せたものをお互

いに見合っただけでも興奮して喜んでい

た。 

・自分の住んでいる市の取り組みをインタ

ーネットだけでなく、インタビューをした生

徒もいて内容の濃い調べ学習となった。 

道徳 ４ 

探究 ４ 

テーマ

検討 

１０月

１１月 

・下書きの案を個人→クラス全体とアイ

デアを考えていく。 

・フォーラムに載せて提案。 

・個人個人からでたアイディアをクラス全

体の案にまとめるに悪戦苦闘していた

が、実行委員が協力して一つの案ができ

た。 

探究 ２ 

学活 １ 



制作 
１１月

１２月 

・下書きは一部の生徒で描く。 

・色塗りは班ごとに役割を決め、４０人

で取り組む。 

・芦屋特別支援学校の生徒にも参加

してもらう。 

・下書きが少人数で取り組んだが、少人

数でも意見が合わない時もあり協働する

ことの難しさを感じていた。 

・色塗りでは４０人が関わったが、どうすれ

ば全員で関われるか、どんな気持ちが必

要か等、それぞれが考えることができた。 

探究 ３ 

学活 ３ 

 

鑑賞 ３月 

・実行委員が今までの取り組み・その

時に感じたことを簡単にまとめ発表し

ながら最後に協働制作した絵を鑑賞。 

・保護者にも鑑賞していただく。 

・アートマイルの絵のお披露目だけでな

く、前期課程修了式とともに行ったため、

達成感や感動はひとしおだった。 学活 １ 

 

■学習目標と成果はどうでしょうか？ 

つけたい力・指導目標 重視 先生の手応え そう感じた場面・理由 

自文化の理解 ４ ５・○4 ・３・２・１ 

日本文化紹介を考える時や、絵のアイディアを考える際に

も自国のことをしっかり理解できていないことに気づき、い

ろいろと自分達で調べていた。 

異文化の理解 ３ ５・○4 ・３・２・１ 

相手校の取り組みや、同年代の子供達の様子はよく知れ

て喜んでいた。ユースサミットに参加した生徒の報告も楽

しんで聞いていた。 

コミュニケーション力 

（説明・共感・英語） 
５ ５・４・○3 ・２・１ 

自校のこと、日本文化紹介を英語で書くときに、英語の得

意なものはスラスラ書けるが、そうでない生徒はできる生徒

に頼りすぎていた。 

情報活用能力 

（情報収集・発信） 
 ５・○4 ・３・２・１ 

自分が住んでいる市の取り組みをインターネット等で調

べ、情報をたくさん収集しまとめることができた。 

人間関係をつくる 

（学級内・交流相手） 
２ ５・○4 ・３・２・１ 

全体を通して、様々な場面で協働作業があり、その中で

仲間同士の絆を深めることができた。 

協働する力 

（役割分担・協力） 
１ ○5 ・４・３・２・１ 

４０人で関わることの難しさを実感したが、どうすればよい

か、どんな気持ちが必要かしっかり考えることができた。 

学習を追究する意欲  ５・○4 ・３・２・１ 
障がいを持った人との共生について学習し、さらに今後も

身近なことに目を向けたいと思ったり、関わりたいと思えた 

表現力 

（伝えたいことを絵で表す） 
 ○5 ・４・３・２・１ 

下絵段階で何度も「自分達のイメージ・思いと違う」と言っ

て書き直していた。最後には全員が納得する絵となった。 

作品を鑑賞する力  ○5 ・４・３・２・１ 
作品を見て感動するだけでなく、作品の細かい部分につ

いて仲間と評価し合っていた。 

 


